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R N A 添加食ラッ.ﾄの尿酸代謝について
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による影響一

　　加　藤　千　晶

プリン体としてイースト由来のR N A （in下R N A ）を付加した飼科をラ

ると、尿中尿酸値が上･昇するこ･とを前回報告した。今回はB N Aの影響に

異なる飼料を与えた場合の尿酸代謝について比較検討した。［方法］実験

適齢のS D 系雄ラヅトを用い3日間の予備飼育後各群1 0 匹ずつ４群に

料により２週間飼育した。飼料は粉末形態とこれに水を加えて調製した固

大別し、さらにR N Aを添加したもの（R N A食）としないもの（コント

けて計４群とし、テクスチャー解析システムにより破断およびテクスチャ

した。飼育期間中に体重・摂食量・摂水量・尿量・尿中成分（尿酸・クレ

定した。　尿中総タンパクについては各群5 匹ずつのみ測定した。また飼育

動脈より採血した後ただちに各群５匹ずつ肝および腎を摘出した。血清成

クレアチニン・総タンパク・アルブミンを測定し、さらに肝および腎ホモ

を調製し、高速液体クロマトグラフィーを用いて尿酸ヽキサンチン・ヒポ

デニンおよびグアニンの分析を行なった。［結果］尿中尿酸値・尿中尿酸

ニンの比率ついては、粉末・固形ともにR N Aを添加した群がコントロー

に高値を示した。R N A 添加による摂食量への影響は認められなかったが、

を比較したところ形態の違いによる有意差が認めら･れ、粉末群の方が固形

示した。さらに臓器中のプリン・ピリミジン成分については肝・腎ともに

以外の成分に関して形態および組成の違いによる有意差が認められた

ビタミンＡ欠乏の下垂体・性腺系の機能に及ぼす影響

　　岩手大教育　　赤沢典子

　目的　ビタミンＡ（ＶＡ）欠乏が下垂体・性腺系の機能にどのような影響を与えるの

かを検討するために離乳直後のラットを用い、va添加群とＶＡ欠乏群に分け1 2週間

飼育した。血清及び肝臓のＶＡ量の定量を行い、下垂体のホルモン分泌状態を知るため

性腺下垂体ホルモンと性ホルモンについて測定し､きらに精巣と下垂体の組織学的変化に

ついて観察した

　方法　１群は20％カゼイン・V A （1 0 0 0 1 U ）添加、２群は20％カゼイン・

VA欠乏とした。V AアルコールとV A パルミテートの定量には液体クロマトグラフを

用い、ホルモン測定はラジオイムノアッセイ法をもちいた。

　結果　１）ＶＡ欠乏群のラツトは8ii以後発育障害がみられ、死亡するものもあった

血清及び肝臓のV Aルゴ―ルとパルミテート量は著しく減少した。2）VA欠乏群の精

巣は精細管が萎縮し、管くうは繊維状の構造物で充満した　血清中の性ホルモン（テス

トステロン）量は著しく減少した。３）ＶＡ欠乏群の血清中の卵ぼう刺激ホルモン（

F SH)はコントロール群より有意に高い値いを示した、黄体形成ホルモン（ＬＨ）は

わずかに低値を示した。成長ホルモン、甲状腺刺激ホルモンは低い値を示した。5）成

長ホルモン分泌細胞の数は減少した、　性腺刺激ホルモン分泌細胞（･F S H、ＬＨ）は

肥大し、　数が増加したがこの細胞学的変化は去勢にみられるような二次的変化と考え

られる。


